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働く人の幸せは、
安全、健康、ウェルビーイング（SHW）にあり
• 働く人の幸せは、

（１）安全な環境でケガ等をしないように働いて、無事に自宅

に帰ること（Safety）☜基本！

（２）心身ともに健康で、元気な体で働くこと(Health)

（３）遣り甲斐、生きがいを以て働くこと(Well-being)

である

⇒安全、健康、ウェルビーイングが目標(SHW@Work)

⇒SHWには、本来、ポジティブな概念が含まれている
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安全、健康、ウェルビーイング(SHW)は、
社会の新しい価値観になる

•SHWは、働くひとの幸せのため
⊂家庭を含めた幸せのため

⊂すべての人の幸せのため

⊂社会の幸せのため

⇒SHWは、社会の新しい目標に
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協調安全、Safety2.0と
ウェルビーイング・テック

• SHWは、協調安全の概念と調和する

（協調安全とは、技術、人間、環境が協調して安全を実
現すること：安全学の考えに基づく）

•協調安全をICTで実現する技術がSafety2.0

•このEXPO2025において、 Safety2.0を用いたSHWのため
の製品が多く出展されている

⇒ウェルビーイング・テック
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SHWに関して
万博の目指すもの

• このEXPO2025において、協調安全の概念とSafety2.0の技術を活
用して、働く人のためのSHW（SHW@Work）を実現する製品、シス
テム等が多く出展されている

⇒ウェルビーイング・テック
• ウェルビーイング・テックは、あらゆる安全の分野に適用可能な
技術である

• 多くの分野からウェルビーイング・テックのグッドプラクティス
を出し合い、SHW@Workのために、分野を超えて共創していこうで
はないか！

⇒これを今後のEXPOに引き継ぎ、常に共創を続けていこう！
このことをEXPO2025の遺産（レガシー）にしよう！
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